
○ 正
ただ

しい手
て

あらいをする 

○ 人
ひと

ごみではマスクをつける 

○ 早
はや

くねてゆっくりからだを休
やす

める 

○ 部屋
へ や

のかん気
き

をこまめに行
おこな

う 

○ 食
た

べ物
もの

はできるだけしっかり加熱
か ね つ

して食
た

べる 

○ 部屋
へ や

が乾燥
かんそう

しないよう湿度
し つ ど

をたもつ 
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  冬休
ふゆやす

みが終
お

わり３学期
が っ き

が始
はじ

まりました。寒
さむ

さも厳
きび

しくなり、氷
こおり

が張
は

るほど寒
さむ

 

い日
ひ

もあります。登
とう

下校
げ こ う

時
じ

は手袋
てぶくろ

を着用
ちゃくよう

するなど防寒
ぼうかん

対策
たいさく

を行
おこな

い、転倒
てんとう

時
じ

のけ 

がに気
き

をつけましょう。 

 

 

 

 

  冬
ふゆ

はインフルエンザや感染性
かんせんせい

胃
い

腸炎
ちょうえん

などの病気
びょうき

が流行
りゅうこう

します。年末
ねんまつ

からインフル

エンザが爆発的
ばくはつてき

に流行
りゅうこう

しています。インフルエンザだけでなく新型
しんがた

コロナウイルスに

かかる人
ひと

もでています。 

  感染症
かんせんしょう

は、病気
びょうき

の原因
げんいん

であるウイルスなどの病原体
びょうげんたい

がからだの中
なか

に入
はい

り、症 状
しょうじょう

が出
で

る病気
びょうき

です。 

  病原体
びょうげんたい

がからだに入
はい

らないように対策
たいさく

をして感染
かんせん

予防
よ ぼ う

につとめましょう。 

 

 

せきやくしゃみ、会話
か い わ

など

で出
で

た病原体
びょうげんたい

を吸
す

いこむ 

空気
く う き

のなかにただよった

病原体
びょうげんたい

を吸
す

いこむ 

手
て

についた病原体
びょうげんたい

が、口
くち

や鼻
はな

から入
はい

りこむ 

病原体
びょうげんたい

がついた食
た

べ物
もの

を

生
なま

で食
た

べる 

水
みず

が冷
つめ

たいこの時季
じ き

は、洗
あら

い残
のこ

しが

目立
め だ

ちます。 

 洗
あら

い残
のこ

しがあるところは、目
め

には見
み

え

ませんが、病原体
びょうげんたい

がついているかもし

れません。 

 感染症
かんせんしょう

予防
よ ぼ う

のために正
ただ

しい手
て

あらい

をしましょう。 

 ６つのポーズでよごれをきれいにし、

流
りゅう

水
すい

で洗
あら

い流
なが

した後、清
せい

けつなハンカ

チやタオルでふきとりましょう。 

おねがいポーズ  かめポーズ  おおかみポーズ 

やまポーズ    バイクポーズ  つかまえたポーズ 

「脱水
だっすい

」は汗
あせ

をかきやすい夏
なつ

に起
お

こるというイメージが 

あります。でも実
じつ

は冬
ふゆ

でも「脱水
だっすい

」は起
お

こります。 

 冬
ふゆ

の空気
く う き

は夏
なつ

よりもカラカラと乾
かん

そうしています。 

からだの中
なか

の水分
すいぶん

は汗
あせ

や尿
にょう

、皮
ひ

ふからの水分
すいぶん

としてから 

だの外
そと

に出
で

ていきます。 

 空気
く う き

が乾
かん

そうした冬
ふゆ

は知
し

らず知
し

らずのうちにからだの 

水分
すいぶん

が失
うしな

われています。 

 また、暑
あつ

い夏
なつ

に比
くら

べると、のどのかわきを感
かん

じにくく 

からだが冷
ひ

えてトイレが近
ちか

くなるのをさけようと、あまり水分
すいぶん

をとらなくなって

しまいます。 

 つまり、からだの外
そと

へ出
で

ていく水分
すいぶん

は多
おお

いのに、補
ほ

給
きゅう

される水分
すいぶん

は少
すく

なくなる

ため、「脱水
だっすい

」が起
お

きやすくなるのです。 

 感染性
かんせんせい

胃
い

腸炎
ちょうえん

では、吐
は

いたり下痢
げ り

をしたりします。胃腸
いちょう

が弱
よわ

るとからだの中
なか

の

水分
すいぶん

が急速
きゅうそく

に失
うしな

われるため「脱水
だっすい

」を起
お

こしやすいので気
き

をつけましょう。 

 冬
ふゆ

の水分
すいぶん

補
ほ

給
きゅう

は、温
あたた

かい飲
の

み物
もの

を飲
の

むことがおすすめです。冷
つめ

たい飲
の

み物
もの

は

からだが冷
ひ

えてトイレが近
ちか

くなりやすいです。 

 

 


